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論文内容の要旨

本論文は，分子性ガラスにおける電荷輸送特性ならびに構造一物性相関を明らかにすることを目的として行った研

究結果をまとめたものであり，序論，本論 3 章，および総括から構成されている o

序論では，本研究の背景，目的および、意義について述べている。

第 1 章では，低分子系有機非品物質の電荷輸送特性ならびに分子構造と電荷輸送特性との相闘を明らかにすること

を目的として，アリールヒドラゾン類の分子性ガラスにおける電荷輸送特性を検討した結果について述べている。ト

リフェニルアミン骨格を含むアリールヒドラゾン類とカルパゾール骨格を含むアリールヒドラゾン類では電荷輸送特

性が顕著に異なることを見いだし， この違いがトリフェニルアミン骨格は非平面的であるのに対しカルパゾール骨格

が平面的であるという分子構造の違いに起因することを考察しているo また，新しい非晶系としての過冷却液体にお

ける電荷輸送特性を調べ，分子性ガラスのそれと比較検討した結果について述べている。過冷却液体におけるホール

ドリフト移動度の温度依存性は，分子性ガラスのそれより小さくなることを明らかにしている。

第 2 章では，電荷輸送特性に及ぼす高分子パインダーの影響を明らかにすることを目的として，分子性ガラスにお

ける電荷輸送特性と樹脂分散系におけるそれを比較検討し，高分子パインダーがエネルギ一因子と pre-exponential 

factor の両方に影響を及ぼしていることを明らかにしている。また，活性化エネルギーが，電荷輸送物質の平均分

子間距離の大きい領域においては平均分子間距離の減少とともに減少し，ある平均分子間距離以下では一定値に近づ

くという，新しい型の活性化エネルギーの平均分子間距離依存性を見いだし， このことはカルパゾール骨格の平面性

に由来する分子間相互作用に起因すると考察している o

第 3 章では， disorder モデ‘ルの検証を目的として，高分子パインダーを含まない二成分混合ガラスにおける電荷輸

送特性を検討した結果について述べているo 単独系と二成分混合ガラスの pre-exponential factor がほぼ一致する結

果を得， disorder モデルの妥当性を示している。

総括では，得られた知見をまとめ，新しい物質系である分子性ガラスにおける電荷輸送に関する研究の重要性につ

いて言及している。
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論文審査の結果の要旨

有機非晶固体における電荷輸送過程は，基礎・応用両面から興味ある重要な研究課題である。これまで主に研究対

象となってきた系は，高分子系あるいは電荷輸送能をもっ有機低分子化合物を高分子パインダー中に分散させた高分

子複合系であった。最近の研究で，これまで電荷輸送に不活性であると考えられてきた高分子パインダーが，電荷輸

送特性に大きな影響を及ぼすことがわかってきた。従って，低分子電荷輸送物質固有の電荷輸送特性を明らかにする

ためには，高分子パインダーを含まない有機低分子化合物単独のガラス状態(分子性ガラス)における電荷輸送の研

究が必要である。本論文は，分子性ガラスの創製とそれらの光・電子物性に関する研究の一環として，これまでほと

んど研究が行われていなかった分子性ガラスにおける電荷輸送特性を分子構造と相関させて明らかにすることを目的

として行ったものであり，その主な成果を要約すると，次のとおりである D

(1)低分子系有機非品物質の電荷輸送特性ならびに分子構造と電荷輸送特性との相関を明らかにすることを目的とし

て，アリールヒドラゾン類の分子性ガラスにおける電荷輸送を検討し，非平面的なトリフェニルアミン骨格を含

むアリールヒドラゾン類と平面的なカルパゾール骨格を含むアリー lレヒドラゾン類では電荷輸送特性が顕著に異

なることを見いだし，この違いを分子構造と相関させて考察している。また，新しい非品系としての過冷却液体

における電荷輸送特性を調べ，分子性ガラスのそれと比較検討し，過冷却液体におけるホールドリフト移動度の

温度依存性は，分子性ガラスのそれより小さくなることを明らかにしている。

(2)分子性ガラスにおける電荷輸送特性と樹脂分散系におけるそれを比較検討し，高分子パインダーがエネルギ一因

子と pre-exponential factor の両方に影響を及ぼしていることを明らかにし，電荷輸送特性に及ぼす高分子パイ

ンダーの影響について重要な知見を得ている。また，活性化エネルギーが，電荷輸送物質の平均分子間距離の大

きい領域においては平均分子間距離の減少とともに減少し，ある平均分子間距離以下では一定値に近づくという，

新しい型の、活'性化エネルギーの平均分子間距離依存性を見いだし， このことはカルパゾール骨格の平面'性に由来

する分子間相互作用に起因すると考察している。

(3)高分子パインダーを含まないこ成分混合ガラスにおける電荷輸送特性を検討し，単独系と二成分混合ガラスの

pre-exponential factor がほぼ一致する結果を得， disorder モデ、 lレの妥当性を示すとともに，二成分混合ガラス

における電荷輸送の検討が disorder モデ、ルの検証の一つの方法論となることを述べている。

以上のように，本論文は，新しい物質系としての分子性ガラスの創製，分子性ガラスにおける電荷輸送特性ならび

に構造一物性相関の解明に関して成果を上げており，物性科学ならびに有機材料化学の発展に寄与するところが大き

い。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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